
金
海
古
肢
志
瞥
五

居
間
出
敷
陀
波

H
、各
・
屋
形
を
ば
栄
之
蚊
臨
時
て
並
べ
け
る
一
E
L
R
と
。
院

長
の
金
調
陣
披
古
幽
に
は
前
掲
の
如
〈
紋
ν
之。

問地 1-10 
もは洲一 村
.中j武 井
早訓貞墜
々 l の 後
一益金 守4守部 長
h 長 絢殺
を級見番
問 m 闇 E帯
主盈諮
官4RtR 
れ円~ ~)J 
た天は
る疋=
nlll 十 づ
あこの丸
り 壬害御
。巾主異
後の尽
は年の
今末格
の森古
撒 役 所
現のの

立
の
地
に
村
井
氏
居
せ
ら
る
と
一
宮
ム
。
叉
作
品
永
本
末
森
紀
に
は
、

天

E

J
E

三
年
三
月
廿
一
目
、
佐
-R

成
政
加
州
際
共
へ
焼
働
の
時
、
村
井

文
兵
衛
は
一
一
J

丸
K
有
り
け
れ
ば
、
彼
氏
迭
を

聞
き
も
あ
へ
宇
打
ち

出
か
け
た
れ
ば
、
民
先
に
と
そ
出
に
け
れ
一E
K
。
と
妃
服
す
。
按
宇

る
K
‘
右
二
，
丸
は
三
，
丸
の
併
凱
な
る
敗
。
但
し
三
州
芯
来
図
概
覧

附
鍛
K
・
玉
泉
丸
、
古

へ
西
，丸
と
鋭
す
o
村
井
盟
後
披
代
た
る
頃
、

此
の
地
陀
第
あ
り
。
盛
和
公
夜
精
鋭
花
、
金
城
西
，
丸
に
村
井
削
以
後
城

代
し

τ
あ
る
頃
、
公
京
よ
り
下
向
光
臨
あ
り
云
k

。
有
様
・
氷
点
頭
症

に
、
金
海
域
開
問
，丸
、
初
は
村
井
川
品件後居
位
、
後
一
一
，
丸
の
内
に
居
住

の
よ
し
。
次
第
に
城
内
股
く
た
る
に
付
、
今
の
椛
親
企
の
所
村
井
氏

屋
敷
の
由
。
と
あ
り
。
叉
云
ム
。
武
貞
の
甲
武
鋒
記
K
.
三
，
丸
射
手
回
世

風
格
古
所
の
地
は
‘
長
級
第
あ
り
と
。
長
問
此
の
二
訟
を
仰
考
す
る

り。0=
一
輪
志
摩
長
好
奇
第

前
瀬
川
出
長
の
金
融
開
城
古
闇
K
、
長
九
郎
左
街
門
居
第
の
隣
地
主
三
倫

志
躍
と
記
絞
す
o
三
州
志
鍵
薬
品
帥
考
に
云
ふ
。
=
一
輪
志
臨
時
長
好
。
世
本

作
一-長
官
一
非
也
。
初
名
主
水
。
共
初
作
磁
と
も
云
ム
。
采
地
七
千
二

百
六
十
石
.
一
苅
和
五
年
致
仕
と
家
踏
に
あ
り
。
と
自
粧
す
。
平
次
按

宇
る
に
、
出
品
長
十
六
年
五
月
十
五
日
利
長
卿
在
判
遺
誠
訪
の
宛
名
述

名
中
花
、
三
倫
本
勝
守
殴
と
刑判せ
ら
れ
た
り
。
叉
同
年
九
月
廿
=一日
、

大
九
百
之
人
々
へ

下
屋
敷
賜
は
る
陀
付
き
、

屋
敷
奉
行
浅
野
将
監
等
へ

の
事
舎
に
如
v
左
載
せ
た
り
。

御
家
中
下
屋
敷

七
千
二
百
五
拾
石

一
、
史
町
八
反

輸
志
摩
守

自
飴
之
人
々
今
時

am之
-

右
中
納
言
桜
御
詑
之
並

K
、
歩
割
書
付
可
遺
回
世
・
筑
前
様
就
z

御
意
-

如
ν
此
候
。
以
上
。

亥
九
月
甘
三

日

奥

村

河

内

守

待

巡

名

右
知
行
間
陀
て
見
れ
ば
‘
三
州
芯
に
七
千
二
百
六
拾
石
と
減
せ
た
る

企
部
官
蹴
志

谷
五

凡

と
き
は
、
初
め
=
一
，
丸
.
共
の
次
二
，
丸
、
共
の
衣
商
，丸
.
共
の
衣

北
，丸
、
抗
ハ
の
女
今
の

村
井
居
第
地
、
五
帥
押
す
と
見
ゆ
。
数
度
の
開

第
、
此
の
内
温
岡
山
も
あ
る
べ
け
れ
ど
も
J
班
点
・
武
点
の
設
陀
図
っ
て

緋
宇
る
時
は
如
ν
此
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
や
る
に
、
村
井
氏
、
天
正
十

一一・
=一
年
の
頃
J

ニ
，丸
田
間
風
格
古
所
の
地
に
居
住
あ
り
し
事
は
、末
森

後
援
の
仰
穏
に
て
著
明
也
。
凶
，丸
居
住
の
耶
は
、
村
井
長
明
の
附
剛
警

鍛
に
て
亦
著
明
な
れ
ど
、
二
，丸
に
居
住
の
事
は
、
未
だ
モ
の
徴
段
を

得
十
。
北
J

丸
概
説
訟
の
地
花
居
住
の
郡
は
、
院
長
の
金
調
陣
誠
古
国
陀

村
井
出
雲
と
あ
り
て
・
春
香
院
殿
此
の
地
に
民
給
ふ
事
松
雲
公
夜
話

鍛
に
現
る
。
訟
も
ふ
に
、

二
，
丸
は
三
J

丸
の
性
掛
危
ら
ん
か
。

O
長
九
郎
左
衛
門
連
龍
奮
第

前
額
附
院
長
の
金
保
披
古
闘
に
、
河
北
門
の
傍
の
地
を
ば
、

長
九
郎
左

衛
門
と
紀
賊
す
れ
ば
、
出
品
長
の
頃
は

=一，
丸
陀
居
第
あ
る
と
と
知
ら

れ
け
り
。
但
し
信
越
記
・可
視
小
設
に
、
箆
長
五
年
大
聖
寺
寧
終
っ
て

後
、
長
丸
郎
左
術
門
連
閉
山
へ
御
披
凶
J

丸
に
て
宅
地
を
印
刷
は
り
、

家

作
す
と
見
b
、
有
部
武
氏
の
金
調
陣
細
見
幽
附
に
は
、
二
，丸
に
長
氏
の

屋
敷
有
り
と
紋
せ
た
り
。
長
出
家
諮
に
は
、
盛
長
十
六
年
九
月
好
述
淡
.

同
年
弟
連
制
球
管
を
拙
幡
宮
.
製
十
七
年
長
町
民
錦
地
主
賜
は
る
と
あ

は
非
也
。
又
雄
長
十
九
年
十
一
月
甘

一
日
利
光
卿
在
判
捻
牲
に
.
代

官
・
給
人
針
司百
姓
-
非
分
之
儀
於
E

申
懸
-
は
、
奥
村
伊
抽
出
守

三
輪
志
麻

守

横

山
山
城
守
雨
三
人
方

へ
可
a
申
理
一
穿
思
を
と
げ
的
都
民
可
ν
行

事。

と
紋
せ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
廿
日
能
州
鹿
嶋
郡
肝
前
"
百
姓

へ
の

建
容
に
は
.
奥
村
伊
抽
出
守
家
稿
判
、
三
輪
志
摩
守
長
好
判
、
鉱
山
タ

庵
迫
感
判
と
三
人
速
器
し
、
又
元
和
三
年
正
月
十

一
日
持
役
赦
免
之

品
物
目
机
仰
に
、
=
一
輪
志
摩
守
・小
塚
淡
路
守
二
人
の
宛
所
也
。
寛
永
叩

年
の
士
制
限
K
.
六
千
石
三
給
主
水
・刷
出
居
数
千
石
三
輪
法
受
と
見
h
.

同
六
年
間
二
月
十
日
渡
部
隼
施
へ
の
書
簡
に
、

三
輪
法
受
日
敬
判
と

あ
り
て
、
西
尾
隼
人
と
連
署
す
。
但
し
日
敬
の

二
字
、
散
草
に
て
詳

か
な
ら
宇
。
若
し
く
は
目
的
町
な
ら
ん
か
。
此
の
人
の
質
名
の
亦
は
.

綱
紀
卿
も
早
〈
穿
援
し
給
ひ
し
と
見
h
て
、
部
省
局
興
自
紀
氏
、
延

繁
八
年
十
二
月
八
目
、
一
昨
夜
三
輪
志
館
名
衆
御
斡
被
v
遊
、
芯
眠
時
は
n

，
 

問
的
兵
雌
入
道
以
心
の
卸
也
。
依
ν
之
兵
部
、
以
心
に
相
思
候
応
.
一
信

之
由
市
一-一越
之
↓
昨
日
言
上
之
島‘

一
信
前
後
之
名
乗
無
v
之
哉
之
uu
、

延
而
御
幣
之
庭
、
以
心
共
俄
は
不
ν
率
ν
存
官
今
日
巾
越
、
兵
部
予
を
以

言
s
上
之
↓
右
芯
騰
は
法
併
し
て
法
受
と
鋭
す
。
子
士
才
水
士
同
信
‘
引
の

子
作
磁
也
。
志
熔
・
主
水
は
、
七
千
石
許
備
す
る
の
よ
し
。
又
同
丸

:1， 




